
 

１  山岳遭難発生状況（暫定値） （令和６年数値は１月１日からの同期間数値）
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４  男女別・年齢別比率

　区　分 死者不明負傷無事 計 死者不明負傷無事 計

１９歳以下 0 0 0 7 7 0 0 1 0 1

２０ 代 1 0 4 17 22 0 0 1 5 6

３０ 代 4 1 3 7 15 0 0 3 8 11

４０ 代 5 1 13 14 33 1 0 16 3 20

５０ 代 7 0 21 24 52 1 0 19 6 26

６０ 代 9 2 31 26 68 0 0 22 8 30

７０以上 17 1 18 28 64 0 0 14 9 23

計 43 5 90 123 261 2 0 76 39 117

比  率

（※　比率の計は、小数点の調整上、一致しない場合あり。）
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日付 場所 性別 年齢 死傷別 態様 概要

10月14日
大町市八坂
地籍の山林内

男 76 死亡 滑落 単独できのこ採りに入山し、滑落

10月15日
下伊那郡泰阜村
地籍の山林内

男 86 死亡 滑落 ３人パーティできのこ採りに入山し、別々に行動中、滑落

10月16日
北アルプス
蝶ヶ岳

男 81 無事救出 悪天候
単独で三股登山口から蝶ヶ岳に向けて登山中、悪天候によ

り、行動不能

10月17日
下伊那郡大鹿村大字
大河原地籍の山林内

男 83 死亡 滑落 単独できのこ採りに入山し、滑落

10月17日 蝶々深山 女 63 負傷 転倒
３人パーティで蝶々深山に向けて登山中、石につまずい

て、転倒、負傷

10月17日 夫神岳 男 73 無事救出 疲労
単独で夫神岳から下山中、滑落し、疲労により登山道に戻

れず、行動不能

10月18日
八ヶ岳連峰

中山
女 69 負傷 転倒

２人パーティで白駒池から中山に向けて登山中、石につま

ずいて、転倒、負傷

山岳安全対策課からのアドバイス

　　先週県内では、７件の山岳遭難が発生し、うち３件はきのこ採り遭難で３名の方が亡くなりまし
た。

　　きのこ採り中の死亡遭難は、３週連続で発生し、既に６名の方が亡くなっており、７０代以上の
高齢の方が遭難しています。
　　きのこ採りは、林道や登山道から外れた山林内に入り、足場が安定していない急斜面に入り込ん
で行うため、滑落のリスクが非常に高く、多くの危険を伴います。きのこ採りで入山する際は、絶対に
無理しないでください。
　　また、ご家族にきのこ採りをする方がいる場合には、

　　　　　　　・単独入山・単独行動は控えること
　　　　　　　・入山場所と予定を必ず共有すること
　　　　　　　・万が一に備え、携帯電話やヘッドライト、防寒着等必ず携行すること
を注意喚起しましょう。

　　北アルプス等の山域では、徐々に山小屋の営業が終了しています。事前に山小屋の営業期間を確
認するとともに、自分が登るルートや天候等の下調べをしっかりと行い、入山しましょう。

先週の発生（10/14～10/19)


